
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 議 記 録 

次のとおり会議記録を公表します。  

会  議  名  平成２５年度第１回高松市屋島山上拠点施設整備等検討懇談会  

開催日時  平成２５年９月４日(水) １３時００分～１４時３０分  

開催場所  高松市役所 １１階 １１３会議室  

議     題  

(１) 会長，副会長の選任について 

(２) 会議の公開について 

(３) 屋島山上拠点施設整備の検討に当たって 

(４) その他 

公開の区分    ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開  

上記理由   

出席委員  
丹羽委員，梅原委員，森戸委員，八木委員，児玉委員，井上委

員，安西委員，吉田委員，森委員，藤原委員，松谷委員  

傍  聴  者            １人  

担当課および  

連絡先  

政策課 

839-2135 

    

審議経過および審議結果  

議事に先立ち，副市長挨拶および委員の紹介を行った。 

次の議題について協議し，下記の結果となった。 

 

議事(１) 会長，副会長の選任について 

 高松市屋島山上拠点施設整備等検討懇談会設置要綱第３条第１項の規定によ

り，委員の互選にて会長および副会長を選任した。 

 会 長 梅原 利之委員 

 副会長 丹羽 佑一委員 

 

議事(２) 会議の公開について 

 本会では，個人情報等，非公開となるような事項の審議を取り扱う予定がない

ため，会議については公開にすることとした。 

 

議事(３) 屋島山上拠点施設整備の検討に当たって 

議事（３）について，資料に基づき，事務局から説明した。  

 

【主な質疑・意見等】 

（会長） 

 次回瀬戸内国際芸術祭会期中の供用開始を目指すということで，期間がかなり

タイトであるから，中身の濃い議論をしていきたい。 

（委員） 

資料６に掲載されているビジターセンターを，類似施設として取り上げた理由

と，会議資料４ページの，「求められる機能」の「視点」をどのように抽出した

か，をお聞きしたい。また，国立公園内の施設ということで，宿泊や飲食の可能

性は。 

（事務局） 

 会議資料４ページの「視点」については，屋島会議において，「屋島活性化基

本構想」を策定した際に，委員から発言があった言葉をピックアップしたもので

ある。これ以外にも，考えられる視点があると思うので，御意見をいただきた

い。また，宿泊および飲食の可能性については，一定の規制があるわけではない

が，必要性の検討と，行政として，民業圧迫への配慮が必要である。資料６を類

似施設として取り上げた理由としては，ビジターセンターのイメージを把握して

ほしいということと，施設の規模を御参考にしてほしいからである。 
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審議経過および審議結果  

（委員） 

屋島の歴史などをあまり知らない人が勉強できるような施設で，一度訪れた人

が，再度訪れるような施設になれば良いと思う。 

（委員） 

 建物というものは，人を呼べる要素だと思う。誰に建築・設計を委ねるかが重

要だと思うが，このスケジュールでは，設計者等の選択肢が制限されるのではな

いか。 

（事務局） 

 次回瀬戸内国際芸術祭の会期中の供用開始を目標としては置いているが，スケ

ジュールの見直しも念頭に対応する必要があるかと思う。 

（委員） 

 子どもたちが屋島を訪れる機会が減っているので，子どもたちが多く訪れるよ

うな施設を造ってほしい。また，施設を建てる場所以外の空き地や廃屋等につい

ても，付随して考えてほしい。 

（委員） 

 人が来てくれる施設とするためには，市民等の意見を取り入れた施設とするこ

とが重要である。 

（委員） 

 屋島の魅力をどう伝えていくかを考えることが，どのような施設とするかの発

想においても，大きな役割を占めると思う。気軽に山上に登りたくなるような施

設になれば良い。 

（委員） 

 より多くの人を集められる施設とするために，求められる機能の優先順位を考

えることが重要だと思う。 

（委員） 

 昔，屋島に登ったことのある人で，懐かしさを求めて，もう一度屋島に登りた

いと思う人を対象にすると良いと思う。 

（委員） 

 どちらかというと，地元の人向けの施設で，子どもの学習や生涯学習用の施設

のような印象である。県外からの観光客を呼ぶには，エンターテインメント性が

必要である。建築面で話題性を作ったり，目玉の「食」メニューを作ったり，星

空観望等のコンテンツを磨くなどの工夫を検討してはどうか。 

（副会長） 

 施設を訪れた人に対する，「もてなしの心」が必要である。設計の時，建築の

時，運営の時に，屋島風の，もてなしの配慮ができれば，と思う。 

（会長） 

 屋島山上に呼びたいのは，地元の人と観光客であるが，この施設がどちらに重

点を置くのかを考えなければならない。この施設が，何をどう狙うのか，という

ことをきちっと決めて，デザインや機能を考えていくべきである。 

 

議事(４) その他 

（事務局） 

 次回の開催は，１０月末から１１月初旬を予定している。具体の日時について

は，皆様に照会の上，決定していきたい。 

 また，次回は，本日の御意見を踏まえながら，本市が取りまとめる整備基本構

想の叩き台をお示しし，それを基に議論していただきたいと考えている。前もっ

て資料を送付させていただき，事前に御意見を頂戴したいと考えているので，よ

ろしくお願いする。 

 

―以上で審議終了― 

 

 


